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基本目標３ 介護サービス基盤の充実 

２ 介護人材の確保・働きやすい環境整備 

 

＜将来の目指す姿＞ 

 介護が必要となる後期高齢者の割合が増加する中で、介護を必要とする方が適切に

介護サービスを受けられるよう、介護の担い手となる人材が定着し、働きやすい環境

が整っています。 

 

＜第９期計画における課題＞ 

介護サービスなどの従事者の人材不足は全国的な課題となっており、サービスに携

わる人材の育成、確保は重要な課題です。関係機関と連携して介護人材確保に努めま

す。 

 

＜方向性＞ 

○介護サービスに携わる人材の育成、確保のため、介護人材のすそ野を広げるための

取組みを行います。 

 

＜施策の展開＞ 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

（1） 介護人材の確保 

介護サービスなどの従事者の人材不足は全国的な課題となっており、介護サー

ビスに携わる人材の育成、確保は重要な課題です。介護ボランティアの確保や中

学生による「社会に学ぶ14歳の挑戦」ほか介護の仕事の理解促進などによる介護

人材のすそ野を広げるための取り組みをします。また、多様な人材を確保するた

め、外国人人材等の活用について検討します。また、市民が介護に対して抱くイ

メージを変えていくための広報活動や介護の仕事の魅力発信を検討します。 

さらに、本市における介護人材の確保と定着を図るため、市内の介護事業所に

介護職員として就労している方及びその方を雇用している介護事業所に対する支

援を検討します。 

 

（2） 働きやすい環境整備 

働きやすい環境整備について、国、県等の関係機関と連携していきます。 

２ 介護人材の確保・働きやすい 

環境整備 

（１）介護人材の確保 

（２）働きやすい環境整備 

 

魚津市
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第５節 介護人材確保対策の強化及び業務効率化への支援 

    【現状】 

高齢化が進む一方で、出生率の減少は、生産年齢人口にも影響を与えており、更なる

介護人材不足が懸念されています。介護現場における多様な人材を確保するとともに、

ＩＣＴの活用をはじめとする業務の効率化などにより、介護人材が働きやすい環境づく

りを推進することが必要です。 

また、核家族化の進行や介護保険制度など諸制度が浸透した事により、多くの住民が

介護などの様々な福祉サービスを利用しながら、自分らしい社会生活を営みたいと考え、

福祉現場でも利用者に寄り添った支援が実施されています。 

今後、ますます多くの市民が、安定的に質の高い介護サービスを利用できるようにす

るために、介護従事者の確保とともに、一人ひとりの従事者の専門性を高め、本市全体

の福祉の質の向上が図られることが求められています。 

【施策の方向性】 

 

 

 

 

 

１ 介護人材の確保・育成施策の推進 

 

  介護人材の確保・育成に向けて、介護人材就労支援助成金や初任者研修、実務者研修受講の 

支援を行うとともに、介護の仕事への理解促進と魅力発信の促進や、潜在的な有資格者の再雇

用の支援を推進します。 

  介護士の補佐的な業務に携わる介護助手は、介護人材の役割分担・機能分化を促すことから、 

介護職員は「身体介護」や利用者の「個々のニーズ」に応じたきめ細やかな介護に注力するこ 

とで、介護業務の質の向上を図ることができます。事業者の声を聞きながらPRを図ります。 

  福祉事業所に就職する移住（転入）者に対する住まい等の費用の支援を行い、働きやすい環 

境の充実に努めます。 

  氷見市介護サービス事業者連絡協議が行う研修会等への支援を行い、現場職員に必要な知識 

や技能の習得を推進します。 

  介護職員の処遇改善の推進、若い世代の人材確保につながる財政措置や介護職の魅力発信の 

ほか研修等の負担軽減について国・県に要望していきます。 

   

２ 介護ロボット・ICTの活用による業務効率化や外国人人材の雇用に向けた支援 

 

業務の効率化に向けて、介護ロボットの導入やＩＣＴの活用や、県が実施している外国人介 

護人材の受け入れへの支援を、県や関係団体と連携を図り進めていきます。 

 

 介護人材の確保・育成に向けた魅力発信や研修支援などの施策づくりを推進すると

ともに、ロボット・ICTの活用による業務効率化や外国人人材受け入れの取組みへの支

援を進めていきます。   

氷見市氷見市
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【砺波市】高齢者保健福祉計画 抜粋 

 

 

（２）介護サービスを支える人材確保と資質の向上 

高齢者人口の増加や世帯構成の変化、ライフスタイルの多様化等とともに介護サービスの需要は

増加していますが、生産年齢人口の減少等により、介護人材が不足している状況が続いています。

将来にわたって福祉・介護ニーズに対応するため、これらを担う人材を安定的に確保していくこと

が重要になっています。 

 

ア 福祉の仕事に関する理解と関心の向上 

 将来の介護人材を育てるとともに、地域の中でお互いが支え合う意識を醸成するためには、若い

ときから福祉や介護について正しく理解してもらうことが重要です。認知症サポーター養成講座や

介護事業所におけるボランティア活動、14 歳の挑戦による介護職場体験等を推進し、地域福祉につ

いての関心を深めるための福祉教育の充実を図ります。 

 

イ 介護施設等の働きやすい環境づくりと資質向上への支援 

 介護職員がやりがいを十分に感じながら安心して働くことができ、就職期の若年層や再就職・転

職を考えている方から魅力ある仕事として評価・選択されるためには、介護施設等で働く職員の負

担軽減や職場環境、処遇改善を図る必要があります。国や県の交付金等の活用や保険者である砺波

地方介護保険組合と連携を図りながら、環境改善について支援します。 

また、介護職員初任者研修課程修了者へ研修受講料の一部について助成する「砺波市介護職員初

任者研修費助成事業」を引き続き実施するとともに、介護職員がキャリアアップするための研修や

専門性をより高めるための研修等の実施を支援します。 

 

 

砺波市
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第Ⅳ章 実施計画 
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３．介護体制の整備 

（１）介護人材の確保・育成 

高齢化が進み、生産年齢人口が年々減少する状況の中、介護を必要とする高齢者が

増加する本市では、介護人材の不足により、介護サービス事業所、特に訪問系のサー

ビスや交代勤務のある夜勤制の事業所が運営する上で、職員の確保と育成がより一層

深刻な課題となっています。 

そこで、本市では、2015（平成27）年度から介護職員初任者研修の受講者に対し、

受講に要した費用の一部を助成する事業、2016（平成28）年度から南砺市総合戦略の

「介護人材育成タウンなんと事業」による介護職員初任者研修や介護人材移住受入支

援等の事業、2019（令和元）年度から介護職員初任者研修の修了者を対象とした雇用

型訓練委託事業を実施しています。また、2023（令和５）年度から介護人材介護職員

定着・育成応援事業所認定制度を開始し、介護人材の確保・定着を図っています。 

今後とも、全世代型地域包括ケアシステムによる地域づくり・支えあいの福祉の取

組を市内外へも積極的に発信してくことや介護サービスの仕事が魅力ある職業とし

て認知されるよう情報発信と普及啓発に努めることで、本市で介護職として働くにあ

たっての将来的なビジョンをもてるようにし、元気な高齢者や外国人も含め、新規人

材の確保と既存人材の定着の両面で身体介護や機能訓練等を担う専門職の確保を行

っていきます。 

また、介護人材の不足は、個々のサービス事業所だけの課題ではなく、全体で課題

を共有し、解決を目指すことも重要であることから、きめ細やかな研修の実施や支援

の充実のため、富山県で行う「元気とやま福祉人材確保・応援プロジェクト事業」の

有効活用も視野に入れながら課題解決に努めます。 

 

（２）介護者への支援 

介護者は、精神的、身体的、経済的に過剰な負担を抱え、介護を理由に離職や介護

疲れ、介護苦により追い詰められている現状や、ヤングケアラー、ダブルケアラー等

の様々な課題が浮上しています。 

介護者が自らの状況に応じて、介護への関与を柔軟に選択でき、介護者の尊厳を保

ちつつ、自分なりの生き方の可能性を追求できる社会であれば、介護者を追い詰める

ことはありません。 

そのためには、保健医療福祉領域の専門職が、被介護者のみではなく、介護者も含

めたアセスメントを行い、介護者の状況を把握し、適切に介入することも必要です。 

今後、ひとりで悩みや不安を抱える介護者に対し、事業者、関係機関、民間支援団

体等の多様な主体が相互に連携を図りながら介護者が孤立することのないよう、情報

提供を含めた相談機能の強化等各種支援策を推進します。 

南砺市　第９期高齢者保健福祉計画

南砺市
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第９期南砺市高齢者保健福祉計画 
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（３）介護離職の防止 

介護保険制度の目的の一つは、高齢者の介護を社会全体で支えあう仕組みを設ける

ことで、家族による過度な介護負担を軽減することです。制度の創設と介護サービス

の充実により、家族の負担はある程度解消された面もありますが、介護を理由として

離職するケースも続いています。実際、本市においても在宅介護実態調査（砺波地方

介護保険組合が実施）において、離職者が少なからずいる状況であるということがわ

かっています。 

今後とも家族の柔軟な働き方を可能とする介護サービスの確保、働く家族等に対す

る相談・支援の充実を図り、健康寿命の延伸による介護負担の軽減、地域共生社会の

実現などを推進し、継続して就業を希望する方が離職することなく働き続けることが

できる社会の実現を目指します。 

 

（４）業務効率化の推進 

介護現場における業務の効率化を図ることは、人材の確保や定着に結び付くほか、

サービスの質の向上にもつながります。 

そのため、今後とも福祉用具の購入支援、介護ロボットやＩＣＴツールの導入を支

援していきます。また、介護に係る文書の標準化や簡略化等、事務の負担軽減につい

ても取り組んでいきます。 

さらに、市内事業所との情報交換の場を設け、業務の効率化に資する内容の検討を

進めます。 
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基本施策（４）人材の確保及び質の向上 

ア 人材の発掘・育成への支援・離職防止 

市内の介護施設等の職場に触れる機会を提供し、介護職に対する理解促進を図るととも

に、各種資金貸与事業の活用を促進することで介護福祉士等を目指す学生を支援します。 

また、業務負担の軽減や介護の資格に係らない人材の確保など、県や事業所等と連携し

ながら、人材発掘・育成と離職防止に取り組みます。 

 

事業名 事業の概要等 

いみず企業見学バスツア

ー 
就職活動前の学生を対象に射水市内の企業の職場を見学して回る「い

みず企業見学バスツアー」において、介護福祉関係コースを実施しま

す。 

奨学資金貸与事業（介護

従事者分） 
経済的な理由で就学が困難な人に奨学金を貸与する「奨学金貸与事

業」において、 卒業後 5年間、市内事業所で介護福祉士として勤務し

た場合、または卒業後 3 年間、市内事業所で介護福祉士として勤務

し、かつ介護福祉士国家試験に合格した場合、全額免除します。 

介護福祉士資格取得支援

事業 
射水市の介護事業所に勤務する職員が、介護福祉士を目指す際にかか

る経費を補助します。 

富山福祉短期大学との連

携事業（包括的連携協

定） 

富山福祉短期大学の学生と協働で、介護の魅力を伝える事業を幅広く

行います。PR のための企画は学生が考え、市はその実現のためのアド

バイス、連絡調整を行います。 

介護ロボット、ＡＩ、Ｉ

ＣＴの活用（再掲） 
県が実施するＩＣＴ導入支援事業補助金等の活用を促し、介護従事者

の業務負担の軽減及び業務効率化につなげるとともに、介護サービス

の質の向上を目指します。 

元気高齢者等の参入支援 元気高齢者が介護助手を務めることで、介護職員が専門的業務に専念

でき、業務負担の軽減が図られ、介護サービスの質の向上につながり

ます。また、高齢者の社会参加、生きがいづくりにつながります。 

従事者養成（入門）研修

の実施 
介護に関する基礎的知識を学習することで地域のボランティアを養成

し、新たな介護人材を確保とともに、元気高齢者の就業の場の確保や

生きがい創出を図ります。 

 

 

イ 外国人人材確保のための支援 

外国人従事者の受入を実施する事業者に対し、県が実施する各種事業の利用を促進する

とともに、市独自の支援に取り組みます。 

 

事業名 事業の概要等 

外国人受入れにかかる初

期費用の支援 
県が実施する受入れ等にかかる初期費用の補助金利用を促進します。

また、市としても事業所負担を軽減するための支援を検討します。 

 

射水市
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事業名 事業の概要等 

受入施設の環境整備の促

進 
県が実施する外国人介護人材受入施設等環境整備事業等の活用を促

し、その申請支援を行います。 

 

ウ 潜在的有資格者等への就業支援 

介護労働安定センター「潜在介護福祉士等復職支援事業」と連携し、潜在介護福祉士等

が研修等を通じて不安感を払拭することで復職を促し、人材の呼び戻し及び確保を図りま

す。 

 

事業名 事業の概要等 

潜在介護福祉士等復職支

援事業の周知 
介護労働安定センターと情報連携し、市の広報、ホームページ等を活

用し周知を行います。 

 

 

エ 富山県事業等との連携 

富山県が実施する「福祉人材確保対策事業」と連携し介護人材の確保を図ります。 

また、社会福祉施設の適正で安定した経営と福祉施設の利用者へのサービス向上を目的

に、富山県社会福祉協議会が実施する「社会福祉施設経営相談室」の利用を促進します。 

 

事業名 事業の概要等 

富山県福祉人材確保対策

事業 

県が実施する「掘り起こし」「養成」「確保」「定着」のそれぞれ

の場面に応じた人材対策について、情報発信を行うとともに利用促進

を図ります。 富山県社会福祉協議会福

祉人材センターとの連携 

富山呉西圏域就職マッチン

グ事業 

就職説明会等の規模を圏域レベルに拡大し、企業、業種、参加者の

増加を図ります。 

 

 

 

オ 働き先として選ばれる福祉事業所づくりへの支援 

全国から人材が集まっている社会福祉法人等の成功事例を調査・研究するとともに、介

護職に対するイメージアップ戦略に取り組むなど、働き先として選ばれる福祉事業所づく

りを支援します。 

 

事業名 事業の概要等 

介護現場のイメージアップ

事業 

県や事業所等と連携し、子どもから高齢者まで幅広い世代の地域住民

に対して介護職場の魅力を発信し、介護職場のイメージを刷新してい

きます。 
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（４）介護人材の育成・確保 

【現状と課題】 

・本町においては、今後さらなる高齢化により、介護サービスの需要が増加・多様化する中

で、介護人材の確保・育成が大きな課題となっています。 

・中新川広域行政事務組合における介護人材実態調査によると、中新川全体の介護職員数は

採用者よりも離職者数がやや多く、全体的に減少しています。 

・また、ＩＣＴの導入状況については、「導入していない」事業所は 45.5％となっています。

導入しない理由として「導入費用が高額」が最も多くなっており、ＩＣＴの導入を促進す

る必要があります。 

 

【施策の方向性】 

・介護人材の確保・育成のため、事業所における働きやすい環境を整備するとともに、介護人

材の魅力を発信し、多様な介護人材の確保・育成を進めます。 

・ＩＣＴの活用を促進し、介護負担の軽減を図ることで、介護人材の確保にもつなげていきま

す。 

 

【具体的な取り組み】 

取り組み 内容 

①働きやすい環境整

備【重点】 

★国の「介護現場におけるハラスメント対策マニュアル」を周知す

るとともに、介護事業所が取り組むハラスメント防止対策を支援

します。 

★介護職員の賃金向上や処遇の改善に努めます。 

②介護職の魅力発信 ★介護人材確保に向けたＰＲ活動の実施や研修の充実に努めます。 

③ＩＣＴの活用によ

る負担軽減 

★富山県の介護施設等ＩＣＴ導入支援事業補助金や介護ロボット

導入促進時事業補助金等について事業所に周知し、導入を推進し

ます。 

★申請や指導関連文書の簡素化や標準化により文書量を削減し、業

務負担の軽減に努めます。 

 

【指標】 

項目 
 実績値  目標値 

（Ｒ２） （Ｒ３） （Ｒ４） （Ｒ８） 

介護施設等におけるＩＣＴの導入支援件

数（件） 
38 38 36 45 

 

立山町
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新川地域介護保険・ケーブルテレビ事業組合
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■実績と計画 

【虐待の通報件数と判断件数】 

 第８期実績 

令和３年度 令和４年度 
令和５年度 

（10 月末時点） 

舟橋村 
相談・通報件数 5 2 0 

虐待判断件数 0 0 0 

上市町 
相談・通報件数 6 6 6 

虐待判断件数 3 3 4 

立山町 
相談・通報件数 6 8 1 

虐待判断件数 0 5 1 

 

１－６介護人材の確保・育成 

地域包括ケアシステムを支えていくためには、介護サービス等に携わる質の高い人材を安定

的に確保することが必要となります。特に、自立支援・重度化防止に資する適切なケアマネジ

メントの実現のために、その中核を担う介護支援専門員の資質の向上が重要となります。 

 また、介護支援専門員等の専門的人材の確保と併せて、介護分野で働く人材の確保・育成を

行い、介護現場全体の人手不足を解消するための取組が求められています。これまで以上に富

山県と連携を図り、介護の仕事の魅力向上等に加え、外国人介護人材定着の対策を検討し、多

様な人材の活用促進や生産性向上の取組等により改善の方策について検討することが求められ

ます。 

 

■施策の方向性 

①介護従事者の働きやすい環境づくり 

⚫ 介護人材の確保・定着と育成は喫緊の課題であり、離職防止・定着促進のためには、ハラ

スメント対策を含めた働きやすい職場環境づくりが重要です。当組合の介護人材実態調査

結果を見ると、直近一年間の全介護職員数は、採用者よりも離職者がやや多く、減少傾向

にあります。 

⚫ やりがいを持って働き続けることができるよう、介護の知識を習得できる研修や管

理者のための職場環境の整備や介護保険制度改定に対応するための研修を継続実施

します。また、新しい人材の確保を目指し、多様な働き方を推進する研修の実施も

検討します。 

⚫ 介護職員処遇改善加算等のさらなる取得促進に向け、国・富山県と連携し支援します。 

⚫ 介護支援専門員については、ケアマネジメント指導研修を継続するとともに、新任介護支

援専門員が抱くケアマネジメント業務に関する疑問や相談の対応を、経験豊富な地域の主

任介護支援専門員とともに、継続的・包括的に支援する体制を構築することで、小規模な

事業所であっても管内で介護支援専門員として働き続けることができるよう支援します。 

⚫ 介護支援専門員協会の活動を通じて、管内に働く介護従事者の情報交換を促し、孤立しな

い環境づくりを目指します。 

中新川広域行政事務組合
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②介護現場の生産性向上に資する支援 

⚫ 介護支援事業所に対し、ケアプラン連携データ等の活用を促します。 

⚫ 介護事業所に対しては、介護現場における生産性向上に向けて取り組んでいる先進事業所

等の事例紹介や中新川福祉ネットワークにおける取組等の情報提供により、連携を図りま

す。 

⚫ 介護事業業者が、ICT、介護ロボットの導入支援にとどまらず生産性向上や協働化等を通じ

た職場環境改善に取り組むことができるよう、国、富山県と連携し、情報発信や支援を行

います。 

 

③文書負担軽減に向けた取組 

⚫ 介護事業所の指定の届出に関する電子申請・届出システムを導入し、介護事業者の指定申

請や届出業務の負担を軽減します。 

⚫ 前回計画に導入しました介護保険認定審査会のペーパーレス対応については、本計画期間

内に効果の検証を行います。 

 

■実績と計画 

【第８期 介護職員育成研修会の実績と計画】 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

介護力向上

研修 

「自立支援・重度化防止につなが

る食事のポジショニングと食事ケ

ア」 

講師：かみいち総合病院 

佐藤幸浩氏 

廣瀬真由美氏、土井淳詩氏 

 

日時：９月 29 日（水） 

13:30～15:30 

「在宅看取りは良いことなの

か？」 

 

講師：富山大学上市・地域医療支

援学講座客員教授 かみいち総合

病院 

河合皓太氏 

日時：１０月２８日（金） 

13:30～15:30 

「認知症のケアと権利擁護」 

 

講師：富山県福祉カレッジ教授 

田中雅子氏 

 

 

日時：６月２２日（木） 

13:30～15:30 

管理力育成

研修 

「介護現場におけるハラスメント

対策の強化」 

講師：社会保険労務士法人 LaLaコ

ンサルティング代表 水野浩志氏 

 

日時：9 月１日（水） 

13:30～15:30 

「高齢者虐待防止法と裁判例から

考える高齢者虐待」 

講師：髙村浩法律事務所所長 

髙村浩氏 

 

日時：7月 22日（金） 

13:30～16:00 

介護施設・事業所における業務継

続計画 BCP（感染症・自然災害） 

講師：be-smiling 佐々木孝美氏 

委託：富山県介護労働安定セン

ター 

日時：8月 8 日（火） 

13:00～17：00 

ケアマネジ

メント指導

研修 

「居宅介護支援事業所の業務の効

率化と自己評価」 

 

講師：神奈川県介護支援専門員 

協会副会長松川竜也氏 

日時：8月 5 日（木） 

13:00～16:00 

「今後求められる適切なケアマネ

ジメント手法を踏まえた疾患症候

群別ケアマネジメント」 

講師：神奈川県介護支援専門員 

協会副会長松川竜也氏 

日時：8月 5 日（金） 

13:00～16:00 

「令和 6 年度介護報酬改定につい

て」 

 

講師：神奈川県介護支援専門員協

会副会長松川竜也氏 

日時：3 月４日（月） 

13:00～16:00 

※第９期も、介護職員一般向け、管理者向け、ケアマネジメント作成者向けの内容で実施予定。 

詳細の内容については、検討中。 
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【介護職員処遇改善加算等の取得促進の実績と計画】 

 第８期実績 第９期計画 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年

度 

令和７年

度 

令和８年

度 

対象事業所のうち、介護職員

処遇改善加算を取得している

割合 
90.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

対象事業所のうち、介護職員

等特定処遇改善加算を取得し

ている割合 
56.1％ 62.5％ 73.5％ 74.0％ 75.0％ 76.0％ 

対象事業所のうち、介護職員

等ベースアップ加算を取得し

ている割合（令和４年 10 月

～） 

― 91.7％ 94.1％ 95.0％ 96.0％ 97.0％ 
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